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研究データ
エコシステム

研究データ管理から研究データ利活用へ
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管理・公開
(保存・整理)

共有

発見利活用
(再利用)

新たな
研究

基盤整備 研究者支援 地域連携

管理・公開は目的ではなく、
研究者が安全に共有・発見・
利活用 (再利用) できる環境
をつくるための手段。



広島大学における研究データ管理の歩み
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GakuNin RDM
利用開始

研究データ管理・
公開・利活用
ポリシー

オープンアクセス
加速化事業

中国四国
コンソーシアム

AI活用
（Intellectra）

研究データ
利活用

基盤整備から研究者支援・地域連携へ、そして利活用へと段階的に発展



OA加速化事業による研究データ基盤整備
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研究データをはじめ
とする学内の多様な
データを集約し、後
から探索・再利用で
きる状態で蓄積する。
・実効容量：1PB超

データレイク

研究データを安全に
保存・共有する共通
の入口。
学認により学外の共
同研究者とも共有で
きる。

GakuNin RDM

研究者が普段どおり
ファイルを扱える拡
張ストレージ。
大容量データの実務
的な受け皿。

Nextcloud

標準容量では足りな
い研究データを継続
的に保管し、公開・
利活用につなげる。
・提供容量：1TB 
(教員)、10GB (職
員)

拡張ストレージ

基盤は“保存するため”ではなく、共有・発見・再利用を可能にするために整備する

研究者が意識せずに使える状態にすることが基盤整備のゴール



データレイクの容量設計
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• 運用管理サーバ
– PowerEdge R660 ×3

• CPU: インテル® Xeon® Gold 
6426Y 2.5G

• Memory: 32GB×8
• HDD: 600GB×4

• 大容量高速データストレージ
– NetApp AFF C30 ×1

• 物理容量: NVMe 30.7TB×24
(736.8TB)

 Nextcloud経由
でGRDMの拡張

ストレージとして
利用

 重複排除/圧縮
処理により、2倍
程度の実効容量
を見込む

Q6.1. 保管したい研究データの規模は？ (2019年度アンケートより)

1. 100GB未満 [100GB]
2. 100GB以上～1TB未満 [500GB]
3. 1TB以上～1PB未満 [5TB※]
4. 1PB以上 [5TB※]
9. 不要
→ [ ] を各カテゴリの代表値とすると

 GRDMに約1.1PBが必要
 ※作業中データは別の場所に保存

 されると想定



基盤だけでは研究データ管理は定着しない
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ファイル公開機能
ファイル管理機能
長期保存機能

機関レポジトリ
Open/Closed/Embargo

いろは
にほへ
とちり

ABCD
EFGH
IJKLM

アクセス管理機能
バージョン管理機能

いろはに
ほへとち

ABCDEF
GHIJKL

ストレージ
Closed

公開

情報メディア教育研究センター

・情報基盤の提供・運営

図書館

・機関レポジトリの運用
・ファイルへの書誌情報付与

・DMP作成支援
・研究データ管理研修開催 等

研究戦略
（総合戦略室・IR本部）

研究推進
（学術・社会連携室）

・研究戦略策定（重点領域等）
・共同研究等の発掘、研究評価

・研究公正（10年保存対応）
・研究助成（DMP対応）

学内研究力情報

研究データ保存・管理情報
DMP情報

研究室

RA、院生、技術職員、
ラボ管理者、実験補助者 等

研究データ管理についての
大学としての意思決定

大学執行部

研究者

学術情報
検索

サービス

いろは
にほへ
とちり

ABCD
EFGH
IJKLM

検索

機関レポジトリ
オープンデータ

研究公正
研究費不正使用防止

研究推進 vs.
費用対効果

著作権
オリジナリティ

インフラ整備・運用
（中長期的計画）



OA加速化事業の組織体制

学長
事業統括

理事(研究担当)

オープンアクセス推進戦略の策定

オープンアクセスの推進
オープンアクセス推進チーム

研究者
コミュニティ

研究推進部門
• 統括

• 研究DMPの作成

• 研究データ

管理・保存等

図書館

• 学術論文と

研究データ

の公開

• APC助成

• 転換契約等

情報部門

• ストレージの

整備

• GakuNin RDM

の運用等

知財部門

• 研究データの

オープン・ク

ローズド戦略

ライティング

センター

• 論文投稿支援

• 論文創出支援

• プロモーショ

ン

学術・社会連携推進機構

• 理事( 社会連携担当)
• 副学長（情報担当）

事務局：学術・社会連携室

• 理事（研究担当）
• 副学長（図書館担当）
• 外部委員

オープンアクセス推進協議会
半導体産業技術研究所

WPIキラルノット超物質研究拠点
再生･細胞医療･創薬拠点

放射光科学研究所（HiSOR）
ゲノム編集イノベーションセンター

原爆放射線医科学研究所

＃ J-PEAKS推進部会
＊ COI-NEXT 等IR部門

・OA化分析

支援

評価結果 連携

成果

重点研究拠点の活動促進

＃ J-PEAKS：JSPS「地域中
核・特色ある研究大学強化促
進事業」
＊ COI-NEXT：JST「共創の
場形成支援プログラム（共創
分野・本格型）」
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URAを核とした研究者支援
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DMPをどう書けば良いか分からない

メタデータの整理が進まない

どこに保管すべきか判断できない

研究データ公開の可否が判断できない

研究者の課題

DMP作成支援・様式への対応

メタデータ整備の助言・ひな型提供

保存先の選定・運用相談

公開支援・権利や機微情報の確認

URA等による支援

URAは研究者と制度・システム・部門をつなぐ橋渡し役



中国四国コンソーシアム －地域で支える研究データ基盤
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各機関の状況に応じ
た研究データ管理ポ
リシーの策定を相互
に支援し、地域全体
の水準をそろえる。

ポリシー共有

構築・運用のノウハ
ウを共有し、機関を
越えた研究データの
共有を実現する。

GakuNin RDM活用

勉強会・シンポジウ
ムを通じて、担当者 
(URA等) が孤立せ
ず学び合える場をつ
くる。

情報交換コミュニティ

文献調査システムの
共同利用など、研究
支援そのものを高度
化する取組みへと広
げる。

AI活用と研究支援

地域連携を “一緒に整備する” から “一緒に活かす” 段階へ

単独の大学では担いきれない研究データ管理を、地域の大学が共同で支える仕組み。



管理した研究データをどう生かすか
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小さいループ
 クローズドな研究データエコシステム
 非公開 (閉域内) を前提とした環境での研究データの
利活用 (探索)
 機微な情報を含む可能性

 GakuNin RDMとの間でグルグル
 短い時間で複数のサイクル (共同研究等におけ
る活発な活用に期待)

大きいループ
 オープンな研究データエコシ
ステム

 公開を前提とした環境での研
究データの利活用
 根拠データのオープン
アクセス化

 CiNii Research → GakuNin 
RDM → JAIRO Cloudの間でグ
ルグル
 1サイクルの時間が長い
 原則として1サイクルで
完結 (次のサイクルに繋
げることが課題)



GakuNin RDMとIntellectraによる研究データ利活用
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GakuNin RDM

研究者がプロジェクト
画面からファイルを
アップロード

Nextcloud

拡張ストレージに保存

Intellectra

連携フォルダを検知し
ファイルを自動取得

研究者

研究データ
の探索・再
利用

研究者がアップロードした研究データが、そのまま探索・再利用の対象となる。

閉環境での探索 AIの活用 非定型ドキュメン
トの活用 共同研究の支援 新たな知識発見

管理された研究データが、研究者にとって “探せる・使える” 資産になる



まとめ
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基盤を整える
GakuNin RDM・拡張ストレージ・
データレイクにより、研究データ
を安全に扱える環境を用意する。

１

人と組織をつなぐ
URA・図書館・情報部門・研究推
進部門が連携し、研究者の実務を
支える。

２

管理から利活用へと進む
地域連携とAI活用により、研究
データエコシステムを実現する。

３

研究データ管理を、研究者への価値創出につなげる
管理は目的ではなく、利活用を実現するための基盤である
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